
                 市川市立南行徳中学校のきらめき学級で行われている学校図書館を 

を活用した授業を紹介します。きらめき学級では、週に１回、担任の 

先生と学校司書が一緒に授業を行っています。３月９日（火）の授業で 

は、「絵本おみくじ」が行われ、箱の中に入っている８冊の絵本の中か 

ら、目を閉じて一冊を選びました。学校司書の「選んだ絵本は、今日の 

運命の書です。」との声かけに、生徒たちの読んでみたいという意欲が 

高まっていきました。まずは、選んだ絵本をじっくりと読むことから始 

めます。次に一人一人が気になるせりふやキーワードなどを書き出して 

いきました。そして、みんなの前であらすじや絵本の内容から考えたこ 

とを発表し合いました。 

『ぼちぼちいこうか』を選んだ生徒は、「主人公は何も上手くいかず、 

失敗ばかり。でも、失敗の仕方にユーモアがあります。最後に主人公は、 

やる前に少し考えてみようということに気が付きます。勢いだけで突っ 

込んではいけない、自分をじっくり見つめようと思いました。」と発表 

をして何度も読み返していました。また、『きたかぜとたいよう』を選 

んだ生徒は、「人の心をうごかすのは強さではない。やさしさである。」 

と発表しました。絵本を通して、自分の考えを伝え、クラスメートの考 

えを受け止める温かい交流がありました。最後に、谷川俊太郎作『とも 

だち』の読み聞かせをし、この日の授業は終了しました。このような学 

びは、１年を通して行われました。 

 きらめき学級では、優れた絵本に毎年授与される「コルデコット賞」

第１回受賞作の中から作品を選び、１年を通して３５冊の絵本を読んで

きました。１年間のまとめとして、読書後の興味関心の中から、自分だ

けのオリジナルの作品分類に挑戦しました。ウェビングを用いて、３５

冊の絵本をグループ分けします。（写真１）今までの読書経験から、「時

期、内容、画風などの客観的な分類」や「感動、読んでほしいといった

主観的な分類」など一人一人がよく考え、まとめていきました。（写真２）

分類の過程において、関連性を 

指摘し合う姿やお互いに解説し 

合う姿が見られ、自然の流れでディスカッションがはじまったそう 

です。１年間継続して行ったことで、生徒同士の温かい関係が育ま 

れ、生徒たちの知的好奇心も育まれていったのではないかと思いま 

す。また、毎週金曜日には、ALTの先生による英語の読み聞かせも 

行っています。 

 

 

 

    

 
 
 
 
 
 
  

  
 

 

   

  

    

 

 
 

 

 

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                             

                                   １５２号 
令和２年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター） 

 

 

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

大洲小学校では、毎年１１月を 
読書月間としています。（今年度 
は新型コロナウィルスの影響で

イベントを縮小しました。） 
「そうだ！図書館に行こう！」を

テーマに開催し、先生方にはおす

すめの本を紹介した栞を作って 
いただき、読書ビンゴを達成し 
た児童にプレゼントしました。 
 図書委員は掲示物や栞を作成 
したり、自分のお気に入りの１冊

をPOPで紹介したりしました。

先生方や図書委員が紹介した本 
を気に入り、同じ著者の本や続巻

を借りに来る児童も増え、とても 
嬉しく思います。 

１人でも多くの児童が心に残る１冊と出会えるよう、今後も図書委員の児童と一緒に魅力ある学校図書 
館にしていきたいと思います。       【市川市立大洲小学校 学校司書 田口 ゆきの】 

 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

研究紀要 「生きる力・夢や希望を育む学校図書館１１」作成しました！ 

今年度の文部科学省委託調査研究協力校の実践および研究の成果を「研究紀要『生きる力・夢や希望を

育む学校図書館１１』」の冊子にまとめ、各学校へ配付しました。第七中学校の実践事例も掲載していま

すので、今後の学校図書館活用の参考にしてください。 

 

南行徳中学校 きらめき学級 
一年間の取組紹介～絵本から生まれる交流～ 

 

 

 

 

「絵本おみくじ」 

８冊の中から１冊を選びました。 

 

 

写真１ 

写真２ 

学校図書館の入り口

に置いてある足踏み

式アルコール消毒コ

ーナー。こちらでは

『おさるのジョー

ジ』の本が紹介され

ていました。 

新浜小学校 児童一人一人が幅広い図書資料と出合えるために… 
今年度、新浜小学校の学校司書 斉藤 博惠さんは、児童一人 

一人が幅広いジャンルの図書に興味をもち、進んで読書を楽しむ 
ことができることをめざして、図書リストを作成しました。 
 国語の教科書に紹介されている図書資料、千葉県教育委員会の 
ホームページに掲載している子どもの読書活動啓発リーフレット 
「図書館司書が選んだ『子どもに読んでほしい本１００選』」、今年 
度読書感想文コンクール課題図書を参考に、各学年の図書リスト 
を作成しました。作成した図書リストは、全児童に配付しました。 
また、配付と合わせて、リストに掲載している図書の紹介や読み 
聞かせも行いました。来年度は、図書リストの内容の見直しを図るとともに、家読（うちどく）、読書マラ

ソンなども取り入れながら、さらに深く読書を楽しめるようにしていく予定です。 
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